
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じ
させず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。
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歳

活
動
内
容

写
真
撮
影
・
写
真
展
の
開
催

活　

動

場　

所

日　

時

月
１
回　

撮
影
会
・
勉
強
会
ほ
か

伊
達
市
内
ほ
か

代
表
者
会
長　

山
田　

茂（
や
ま
だ
し
げ
る
）

会
費

１
，
０
０
０
円
／
１
か
月
＋
実
費

き
も
の
文
化
愛
好
会

〈
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
撮
影
を
続
け
る
〉

　

平
成
５
年
５
月
に
市
が
主
催
し
た
カ

メ
ラ
講
座
の
受
講
生
が
中
心
と
な
り
発

足
し
た
の
が
本
会
で
あ
る
。
月
１
回
ほ

ど
撮
影
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
名

所
や
年
中
行
事
に
併
せ
て
会
員
全
員
で

撮
影
に
出
向
く
。
撮
影
し
た
写
真
な
ど

を
基
に
し
た
「
勉
強
会
」
で
は
外
部
講

師
を
招
き
、
技
術
向
上
の
た
め
の
指
導

を
受
け
る
の
が
活
動
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
区
の
文
化
祭
へ
の
参

加
や
作
品
発
表
会
な
ど
を
行
い
、
活
動

は
年
間
を

通
し
て
行

わ
れ
る
。

〈
日
本
人
と
し
て
大
切
に
し
た
い
「
き
も
の
」
文
化
〉

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
着
付
け
教
室
の

形
で
活
動
を
始
め
る
。
そ
れ
は
、
日
本

人
と
し
て
も
っ
と
着
物
に
慣
れ
親
し
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

毎
月
２
回
２
時
間
、
代
表
の
渡
辺
さ
ん

と
、
40
年
以
上
県
内
外
で
指
導
に
あ
た

る
佐
藤
悦
子
さ
ん
が
先
生
と
な
り
会
員

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
う
。

ま
た
、
自
分
で
着
付
け
た
着
物
姿
で
歌

舞
伎
観
劇
や
須
賀
川
市
の
景
勝
牡
丹
園

の
お
茶
会
な
ど
に
参
加
す
る
な
ど
、
着

物
姿
で
楽
し
む
こ
と
も
会
の
活
動
の
一

つ
と
位
置

付
け
て
い

る
。

〈
レ
ン
ズ
を
通
し
て
い
き
い
き
と
〉

　

会
で
は
「
カ
メ
ラ
を
通
し
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
」
と
し

て
い
る
。
現
代
の
超
高
齢
社
会
で
は
年

齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能
力

に
お
い
て
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、

「
本
会
に
お
い
て
は
そ
れ
が
出
来
て
い

る
か
ら
こ
そ
長
く
続
い
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
会
長
の
山
田

さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
た
。
会
員
の
皆
さ

ん
も
、
初
心
者
・
ベ
テ
ラ
ン
を
問
わ
ず

に
サ
ポ
ー
ト
し
合
い
な
が
ら
穏
や
か
な

雰
囲
気
で
す
ご
せ
る
こ
と
が
本
会
の
良

さ
で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
た
。
入
会
・

問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
代
表
ま
で
。

〈「
き
も
の
」
を
着
て
楽
し
む
日
常
〉

　

着
付
け
と
と
も
に
、
マ
ナ
ー
や
場
面

に
合
わ
せ
た
柄
選
び
の
知
識
に
つ
い
て

も
活
動
の
中
で
学
ぶ
。
ま
た
、
日
本
人

と
し
て
き
も
の
を
着
て
普
段
の
生
活
に

彩
り
を
加
え
て
ほ
し
い
と
、
渡
辺
さ
ん

は
話
す
。
た
と
え
ば
30
年
以
上
前
の
着

物
で
あ
っ
て
も
古
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
に

着
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
き
も
の
」

で
あ
り
、
ぜ
ひ
手
元
に
あ
る
「
き
も
の
」

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
と
も
す
れ
ば
敷
居
が
高
そ
う
な

「
き
も
の
」
を
、
本
会
で
は
敷
居
を
低

く
し
て
楽
し
め
る
良
さ
を
伝
え
て
い

る
。
入
会
・
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
代

表
ま
で
。
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川
市

会
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数

５
名

連
絡
先
０
２
４
８
―
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―
３
６
２
２

年
齢
構
成

60
歳
～
70
歳

活
動
内
容

着
物
の
着
付
け
・
着
物
知

識
の
習
得

活　

動

場　

所

日
時
等

須
賀
川
中
央
公
民
館

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
後
２
時
～
４
時　

ほ
か

代
表
者

渡
部
よ
し
子（
わ
た
な
べ
よ
し
こ
）

会　

費

２
，
５
０
０
円
／
１
か
月

講師の先生の解説を聞きながら、技
術力向上を目指す。写真を撮るだけ
ではなく、次のステップを目指す。

会
長
の
山
田
茂
さ
ん
は
、

「
安
心
・
安
全
に
楽
し
く

交
流
を
図
る
こ
と
が
大

切
」
と
話
さ
れ
る
。

会
員
の
右
の
女
性
は
、
退
職
後

に
ぜ
ひ
着
付
け
を
習
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
活
動
に
参
加
始

め
た
と
の
こ
と
。

渡
辺
さ
ん
は
「
ど
ん
な
形
で
も

着
物
を
楽
し
む
こ
と
を
日
本
人

と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
る
。

今
回
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
た

皆
さ
ん
。
前
列
左
が
代
表
の
渡

辺
よ
し
子
さ
ん
、
右
が
講
師
の

佐
藤
悦
子
さ
ん
。

今
回
お
話
を
伺
っ
た
皆
さ
ん
。

写
真
撮
影
は
時
に
は
危
険
な
こ

と
も
あ
り
、
モ
ッ
ト
ー
は
「
安

全
第
一
で
撮
影
を
楽
し
む
」。



〈石合町内会について〉
　福島市の南東部にあり、町内の JR松川駅近辺に
は工業団地がある。工業団地の発展と共に多くの
勤労者が移り住み、当時の勤労者の多くが定年退
職を迎えた後に、現在は町内会運営の中心を担って
いる。町の中でも大きい石合地区は、民生委員・老
人会・婦人の会など関係する団体が連携して町内
会活動を進められるよう役員のあり方の改革を行い、
事務局運営を固めた上で現在は各事業を行っている。

〈同じ松川町民として〉
　１月28日、飯舘村から松川町に住む避難されている方々との交流会が行われた。婦人
の会の皆さん手作りのお餅や豚汁などが振舞われ、終始和やかな雰囲気であった。今回
が初めての開催であったが、想定してい
たよりも参加人数が少なかったのが少し
残念です、と石合北町内会長の鈴木さん
は話されていた。ただ、これが交流の第
一歩であり、同じ地域に住む者同士で今
後も末永く仲睦まじく協力し合っていき
たいという思いがあると話されていた。

〈守山区町会について〉
　郡山市の中心市街地から東南に位置し、自然豊かな地域である。その
一方で地区内に国道49号が通り、平安時代には坂上田村麻呂が蝦夷追討
の際に守山城を築いたと伝えられる跡地が現在も残る歴史ある地区であ
る。町内会加入率は92.3％を誇り、町民も各行事に非常に協力的である。
　また、昨年には町内に災害復興住宅が完成し、入居者とも交流を頻繁
に行い、同じ住民として地域内交流を行ってる。

〈たくさんの人が集う守山町内会行事〉
　毎年１月の第４日曜日に「守山小正月の集い」を開催している。午前
はだんご差し・餅つき、午後は芸能祭を行い、幼児から高齢の方まで総
勢300人以上が参加する地域の大きな行事の一つである。区長の猪俣さ
んは「町内会事業の中心となるのは高齢者であり、その高齢者が楽しく・
無理せず・末永く活動できるよう工夫をするのが町内会の役割の一つで
はないか。その為に区長
は、町民の皆さんの話を
よく聞き・よく動くこと
だと思う」と話される。
たくさんの人が集まる小
正月の集いには、たくさ
んの笑顔があふれていた。

松川地域安心・安全ネットワーク委員会（松川地域石合町内会）

守山区町会

元気な町内会の活動報告（高齢者支え合いコミュニティ支援事業）

●発行元・問合せ先　社会福祉法人福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960－8141　福島市渡利字七社宮111番地　福島県総合社会福祉センター３階　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

　福島県では平成28年度から、元気な高齢者が身近な地域で社会活動に参加するきっかけをつくり、健康でいきいきと
生活している町内会の取組を支援しています。本年度の支援団体のうちから、いくつかの町内会をご紹介させて頂きます。

市 町 村 郡山市

連 絡 先
（代表宅）
０２４－９５５－３０５９

町内会費 5,500円／１年
代　　表 区長　猪俣昭彦（いのまたあきひこ）
加入世帯数 500世帯 所属人数 1,470人

市 町 村 福島市

連 絡 先
（ネットワーク委員会事務担当）
０２４－５６７－５８００

町内会費 9,600円（800円×12か月）
代　　表 会長　丹治豊三（たんじとよぞう）
加入世帯数 386世帯 所属人数 1,102人

交流会が始まる前に、婦人の会
の皆さんと参加者が一緒になっ
て、餅を丸める作業を行った。

交流会の余興では、婦人の
会の皆さんが七福神に扮し、
場を大いに楽しませていた。

（前列左から）北：町内会長の鈴木吉光さん、
南：町内会長の丹治豊三さん、石合高砂会
（老人会）会長の高橋邦雄さん、婦人の会会
長の広瀬眞弓さん。

区
長
の
猪
俣
さ
ん
は
、
就
職
で
こ

の
地
域
に
移
り
住
ん
で
50
年
。「
地

域
の
手
と
な
り
、
足
と
な
っ
て
動

く
の
が
役
目
と
考
え
る
」
と
の
こ

と
。

地
域
の
婦
人
会
、
青
年
会
、

消
防
班
の
多
く
の
協
力
の

中
、
子
供
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
餅
つ
き
を
行
っ
て
い
た
。

親
戚
の
家
に
来
た
よ
う
に
集

会
所
（
守
山
会
館
）
に
入
っ

た
子
供
達
は
、
慣
れ
た
手
つ

き
で
団
子
さ
し
を
楽
し
ん
で

い
た
。


